












Combined Analysis of p53 and Vascular Endothelial Growth 
Factor Expression in Colorectal Carcinoma for Determination of 
Tumor Vascularity and Liver Metastasis 
(大腸癌における組織内血管新生と肝転移に関する研究




































vascular endothelial growth factor(VEGF)の発現から組織内血管新生と肝転移との関係を外科切除
標本を用いて免疫組織化学的に検討したものである。まず，臨床病理学的な検討では，大腸癌原発巣163
例のP53発現は静脈侵襲陽性例，肝転移揚性例において有意に高率で， VEGF発現はsiageN症例.'14症
例，静脈侵襲陽性例， リンパ節転移および肝転移陽性例において有意に高率であった。次に，血管新生の
指標として第咽因子関連抗原の免疫染色にて微小臨管を同定，定量したところ， P53陽性例. VEGF陽性
例ではそれぞれ陰性例に比し徴小血管数は有意に高値であった。さらに， P53およびVEGF発現の組み合
わせから微小血管数，肝転移を検討した結果， P53陰性かっVEGF陰性例の微小血管数は有意に低値で，
肝転移はまったく認められなかったのに対し. P53陽性かっVEGF陽性研~Jの微小血管数は有意に高く.
52.2%と高率に肝転移が認められた。また.P53陽性かっVEGF陽性例は累積生存率，無再発生存率とも
P53陰性かっVEGF陰性例に比べて侮意に低率で、あった。
以上の成績は，大腸癌におけるP53ならびに血管新生因子VEGFの発現が，組織内血管新生，肝転移に
関与することを明らかにしたものであり，さらに，臨床的肝転移の有無や術後の予後を予測する有用な指
標となりうる可能性を示唆している。よって著者は博士(医学〉の学位を授与されるに値するものと判定
された。
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